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［招待講演］CMOSを⽤いたスピン量⼦ビット読み出し単 電⼦回路シミュレーション

〇棚本哲史

量⼦コンピュータでは量⼦ビットの研究と同様に周辺回路の研究も重要である。量⼦ビットの検出には通常、単 電⼦素⼦ (Single
Electron Transistor, SET) が⽤いられる。この報告では、シリコン量⼦コンピュータの測定システムのスケーラブルな検出回路につい
て、 CMOS回路に SET のペアを実装する⽅式の検討結果を⽰す。具体的には、⼆段増幅プロセスを提案し、 SPICE(Simulation
Program with Integrated Circuit Emphasis) 回路シミュレータを適⽤して数値的に特性を調べた。第１の増幅段階は、 SET を pMOS
トランジスタに直接接続することによって実⾏される。第 2 段階では、参照 SET を導⼊し、差動増幅回路や SRAM セルなどの標準的
な増幅回路を使⽤して、 2 つの SET 間の差を増幅する。 SET から CMOS 回路への直接信号転送により、量⼦ビットの CMOS 回路へ
の統合がより実現可能になる。
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